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分子の構造
年度 H18 H19 H20 H21 H22

- 994 836 722 611

- 280 243 218 203

- 408 390 371 274

- 404 352 292 240

- 296 375 419 321

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- 8,249 8,772 6,557 7,514

- - - - -

- 1,651 1,640 1,669 1,687

- ▲ 7,519 ▲ 8,217 ▲ 6,203 ▲ 7,552

※平成23年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
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（百万円） 

分析欄 
 平成２１年度に充当可能財源等が減少したものの、将来負担額

に対して充当可能財源等が大きく上回り将来負担比率の分子は

負数になっています。今後とも村債発行の抑制を基調とし適正な

財政運営を行っていきます。 
 

（8）将来負担比率（分子）の構造（市町村） 平成22年度 愛知県飛島村 
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